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一
、
問
題
提
起

　

近
世
の
狐
譚
に
お
い
て
、
読
本
『
画え

本ほ
ん

玉た
ま

藻も

譚ば
な
し』（

岡
田
玉
山
著
と
題
す１
、

五
巻
）
は
看
過
で
き
な
い
一
書
で
あ
る
。
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
上
方
で

刊
行
さ
れ
た
『
画
本
玉
藻
譚
』
は
、
そ
の
二
年
前
（
一
八
〇
三
）
に
、
江
戸

で
上
梓
さ
れ
た
読
本
『
絵え

本ほ
ん

三さ
ん

国ご
く

妖よ
う

婦ふ

伝で
ん

』（
高
井
蘭
山
著
、
十
五
巻
）
と
と

も
に
、
三
国
伝
来
の
狐
変
妖
婦
譚
を
構
成
し
、
東
西
一
対
と
な
る
狐
譚
の
集

大
成
と
も
言
え
る
。

　
『
画
本
玉
藻
譚
』
に
お
い
て
、
九
尾
の
狐
は
、
唐
土
で
は
妲だ
っ

己き

の
魂
を
吸

い
取
り
紂
ち
ゅ
う

王お
う

を
惑
わ
し
（
妲
己
譚
）、
ま
た
天
竺
に
渡
り
花か

陽よ
う

夫ふ

人じ
ん

に
変
じ
て

斑は
ん

足ぞ
く

王お
う

を
魅
惑
し
（
花
陽
夫
人
譚
）、
さ
ら
に
本
朝
に
逃
げ
込
み
玉た
ま

藻も
の

前ま
え

と
化

し
て
鳥と

羽ば

院い
ん

を
蠱
惑
し
（
玉
藻
前
譚
）、
最
後
に
退
治
さ
れ
る
。
中
世
以
来
、

狐
は
周
幽ゆ
う

王お
う

の
愛
妃
で
あ
る
褒ほ
う

姒じ

と
強
く
結
び
付
け
て
描
か
れ
て
い
た
。

『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
は
こ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
狐
妖
が
本
朝
に
渡
る
前
に
、

周
幽
王
を
妖
惑
す
る
褒
姒
の
物
語
（
褒
姒
譚
）
を
加
え
て
物
語
る
。
そ
の
意

味
で
は
、『
画
本
玉
藻
譚
』
が
褒
姒
譚
を
全
て
切
り
捨
て
る
事
実
は
画
期
的

な
発
想
と
も
言
え
、
こ
れ
が
『
画
本
玉
藻
譚
』
の
最
も
大
き
な
特
徴
と
な
る
。

　
『
画
本
玉
藻
譚
』
は
『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
よ
り
二
年
遅
れ
て
印
行
さ
れ

た
が
、
玉
山
は
そ
の
後
語
に
、「
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）」
に
は
既
に
成
立

し
て
い
た
事
実
を
打
ち
明
け
る２
。
こ
れ
に
対
し
、
中
村
幸
彦
は
、『
絵
本
三

国
妖
婦
伝
』
の
蘭
山
が
『
画
本
玉
藻
譚
』
の
計
画
を
察
知
し
、
先
手
を
打
っ

て
出
版
し
た
と
見
な
し
、
横
山
邦
治
は
、『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
の
挿
絵
が
、

「
い
か
に
も
怱
卒
の
間
の
仕
事
と
見
え
る
」
な
ど
と
も
指
摘
す
る３
。
後
述
す

る
が
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
内
容
か
ら
は
、
従
来
の
狐
譚
が
利
用
さ
れ
た
こ

と
や
、
話
に
さ
ま
ざ
ま
な
潤
色
が
施
さ
れ
、
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
こ
と
が
窺

え
る
。『
画
本
玉
藻
譚
』
の
出
来
具
合
な
ど
か
ら
考
え
れ
ば
、『
絵
本
三
国
妖

婦
伝
』
と
『
画
本
玉
藻
譚
』
の
刊
行
経
緯
に
関
す
る
両
者
の
指
摘
は
、
首
肯

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
『
画
本
玉
藻
譚
』
は
出
版
後
、
広
く
狐
譚
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
例
え
ば
、『
玉
藻
前
竜
宮
物
語
』（
文
化
五
年
・
式
亭
三
馬
著
）
の
序
文
に
、

「
ま
づ
手
は
じ
め
に
、
た
つ
の
み
や
こ
へ
こ
ゝ
ろ
ざ
し
、
岡
田
玉
山
仕
入
の

く
も
に
う
ち
の
り
」
の
よ
う
に
玉
山
の
名
が
見
え
、
同
じ
作
者
の
『
玉
藻
前
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三
国
伝
記
』（
同
六
年
）
も
全
体
的
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
『
画
本
玉
藻
譚
』
を
踏

襲
す
る
。
ま
た
、
佐
藤
悟
が
指
摘
し
た
よ
う
に４
、『
糸
車
九
尾
狐
』（
同
五
年
・

山
東
京
伝
著
）
の
挿
絵
も
『
画
本
玉
藻
譚
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
近
世

の
狐
変
妖
婦
譚
の
系
譜
の
上
で
、『
画
本
玉
藻
譚
』
は
重
要
な
位
置
を
占
め
、

こ
れ
に
対
し
て
積
極
的
に
研
究
を
行
う
こ
と
は
、有
意
義
か
つ
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
画
本
玉
藻
譚
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多
い
と
は
言

え
な
い
。『
画
本
玉
藻
譚
』
の
形
成
に
関
し
、
前
掲
の
中
村
幸
彦
「
読
本
展

回
史
の
一
齣
」
に
、「
刊
本
『
勧か
ん

化げ

白び
ゃ
っ

狐こ

通つ
う

』
な
ど
に
よ
っ
て
、『
絵
（
画
）

本
玉
藻
譚
』
が
著
述
さ
れ
て
い
た
」
と
言
及
さ
れ
、
堀
誠
「『
三さ
ん

国ご
く

悪あ
く

狐こ

伝で
ん

』
と
玉
藻
前
説
話
の
変
容
」
に
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
「
妲
己
に
関
す
る

部
分
は
全
面
的
に
『
通つ
う

俗ぞ
く

武ぶ

王お
う

軍ぐ
ん

談だ
ん

』
に
依
拠
し
て
い
た
」
と
指
摘
さ
れ

た５
。
両
論
文
は
『
画
本
玉
藻
譚
』
だ
け
を
対
象
と
し
た
論
考
で
は
な
く
、
そ

の
方
面
に
関
す
る
分
析
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
本
論
文
で
は
そ
こ
に
残
さ
れ

た
課
題
を
取
り
上
げ
、『
画
本
玉
藻
譚
』
に
お
け
る
『
勧
化
白
狐
通
』
と
『
通

俗
武
王
軍
談
』
の
影
響
を
積
極
的
に
考
察
し
た
い
。
ま
た
、
管
見
の
限
り
、

『
画
本
玉
藻
譚
』
と
室
町
時
代
物
語
「
玉た
ま

藻も

の
草そ
う

子し

」
と
の
相
関
関
係
を
論

述
す
る
も
の
が
見
当
た
ら
ず
、
特
に
実
録
的
写
本
『
三
国
悪
狐
伝
』
と
の
関

わ
り
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
さ
ら
に
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
が

如
何
に
従
来
の
狐
変
妖
婦
説
話
を
利
用
し
つ
つ
、
作
品
に
変
化
を
も
た
ら
し

た
か
に
関
す
る
考
察
も
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、こ
れ
ら
の
課
題
を
解
明
す
べ
く
、ま
ず
、『
画
本
玉
藻
譚
』
を
「
妲

己
譚
」・「
花
陽
夫
人
譚
」・「
玉
藻
前
譚
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
『
通
俗
武
王

軍
談
』・『
勧
化
白
狐
通
』・「
玉
藻
の
草
子
」
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
と
同

時
に
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
が
こ
れ
ら
の
先
行
作
品
に
拠
り
な
が
ら
、

如
何
に
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
創
り
出
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、

『
三
国
悪
狐
伝
』
の
影
響
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
。

二
、
狐
変
妖
婦
説
話
の
受
容
、
お
よ
び
話
中
で
施
さ
れ
た
変
化

Ⅰ　
「
妲
己
譚
」
の
考
察

　
『
画
本
玉
藻
譚
』
巻
一
・
二
に
当
た
る
「
妲
己
譚
」
は
、
九
尾
の
狐
が
妲

己
の
体
を
奪
い
、
紂
王
に
無
道
を
勧
め
、
終
に
太
公
望
と
武
王
に
退
治
さ
れ

る
と
い
う
内
容
を
持
つ
。
こ
の
「
妲
己
譚
」
が
ほ
ぼ
逐
語
的
に

0

0

0

0

『
通
俗
武
王

軍
談
』
の
巻
一
〜
巻
四
に
依
拠
し
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
ま
ず
指
摘
し
た

い
。『
通
俗
武
王
軍
談
』（
二
十
四
巻
）
と
は
、「
通
俗
」
の
二
字
が
示
す
よ
う

に
、
中
国
の
講
史
小
説
を
日
本
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
通
俗

物
」
の
一
種
で
あ
る
。
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
、
清き
よ

地ち

以い

立り
つ

に
よ
っ
て

刊
行
さ
れ
た
。

　
「
妲
己
譚
」
が
『
通
俗
武
王
軍
談
』
に
基
づ
く
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
、

以
下
の
一
節
が
好
例
で
あ
る
。
妲
己
が
都
に
赴
く
途
中
、
恩
州
の
駅
館
に
宿

り
、
妖
魅
の
出
没
を
聞
い
た
父
蘇
護
が
、
侍
従
に
護
衛
を
命
じ
た
巻
一
「
蘇

妲
己
駅
堂
被p

魅
」
の
部
分
で
あ
る
。

妲だ
つ

己き

を
中ち
う

堂だ
う

に
臥ふ
さ

し
め
、
数す

十
人
の
侍こ
し

女も
と

短ま
も
り
か
た
な
剣
を
帯た
い

し
床ゆ
か

の
前ぜ
ん

後ご

を

衛ま
も

り
、
燈
と
も
し
びを
点て
ん

じ
名め
い

香か
う

を
焼た

き
、
よ
く
戸こ

を
閉と
ぢ

て
固か
た

く
封ふ
う

し
、
中ち
う

堂た
う

の

四
方
に
は
守し
ゆ

護ご

の
武ぶ

士し

、
兵へ
い

器き

を
帯た
い

し
か
わマ
マ

る
〴
〵
に
夜よ

巡ま
は

り
す
。

『
通
俗
武
王
軍
談
』
巻
一
「
蘇
妲
己
駅
堂
被p

魅
」
の
当
該
部
分
は
、

妲だ
つ

己き

ヲ
中
堂だ
う

ニ
臥ふ
さ

シ
メ
、
数す

十
人
ノ
侍じ

女じ
よ

各
を
の
〳
〵

短ま
も
り
が
た
な
剣
ヲ
持も
ち

テ
槢ゆ
か

ノ
左

右
前ぜ
ん

後ご

ヲ
衛ま
も

リ
、
燭
と
も
し
びヲ
燃と
も

シ
香
ヲ
焚た
き

テ
、
ヨ
ク
其
戸
口
ヲ
封ふ
う

ジ
、
中
堂た
う

ノ
外
ニ
ハ
守し
ゆ

護ご

ノ
武
士
皆み
な

兵へ
い

器き

ヲ
帯た
い

シ
テ
カ
ハ
ル
〳
〵
ニ
巡め
ぐ

ル
。
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と
あ
り
、『
画
本
玉
藻
譚
』
と
『
通
俗
武
王
軍
談
』
の
部
分
を
比
べ
る
と
、『
画

本
玉
藻
譚
』
は
表
現
お
よ
び
字
訓
を
含
め
、
内
容
的
に
『
通
俗
武
王
軍
談
』

を
襲
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
箇
所
が
、『
画
本
玉
藻
譚
』

の
「
妲
己
譚
」
の
全
編
に
亘
っ
て
多
数
存
在
し
て
お
り
、『
通
俗
武
王
軍
談
』

に
大
い
に
依
拠
す
る
事
実
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
妲
己
譚
」
の
標
題
を
考
察
す
る
と
、
全
十
六
条
の
う
ち
十
一
条

が
『
通
俗
武
王
軍
談
』
の
標
題
を
直
接
引
用
、
あ
る
い
は
少
し
改
編
し
て
用

い
る
一
方
で
、
新
し
い
標
題
を
五
条
加
え
た
こ
と
が
分
か
る６
。
こ
の
標
題
の

構
成
か
ら
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
が
『
通
俗
武
王
軍
談
』
に
依
拠
し
な

が
ら
も
、
変
化
を
加
え
た
姿
勢
が
垣
間
見
え
る
。
近
世
に
お
い
て
、『
通
俗

武
王
軍
談
』
の
流
通
に
よ
り
、
狐
変
妲
己
の
話
が
広
く
認
識
さ
れ
た
と
指
摘

さ
れ
る
が７
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
が
か
よ
う
な
既
存
の
妲
己
の
説
話
に

依
拠
し
つ
つ
も
、
話
中
に
独
自
の
工
夫
を
施
す
点
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ

う
。

　

こ
の
よ
う
な
加
工
は
、
登
場
人
物
の
簡
素
化
と
い
う
点
に
も
見
ら
れ
る
。

「
妲
己
譚
」
に
お
い
て
、
著
者
が
煩
雑
な
人
物
関
係
を
意
図
的
に
簡
略
化
し
、

主
役
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
内
容
を
集
約

0

0

0

0

0

さ
せ
る
傾
向
が
窺
え
る
。
例
え

ば
、
妲
己
と
並
ん
で
紂
王
の
無
道
を
助
長
す
る
佞
臣
費ひ

仲ち
ゅ
うの
描
写
に
つ
い
て

見
て
み
よ
う
。『
通
俗
武
王
軍
談
』
の
「
子
牙
收w

服
崇
侯
虎q

」
で
は
、
紂

王
が
妲
己
の
勧
め
を
聞
き
、
胎
児
の
性
別
を
見
よ
う
と
す
る
所
に
、「
紂
王

ス
ナ
ハ
チ
費
仲
ヲ
シ
テ
、
城
中
ノ
孕
婦
ヲ
搜さ
が
さシ
ム
ル
ニ
、
費
仲
即
時
ニ
数
十

ノ
孕
婦
ヲ
捉
テ
、
楼
下
ニ
至
ル
」
と
あ
る
が
、「
妲
己
譚
」（「
武
王
起p

兵
伐w

商
辛q

」）
で
は
、
単
に
「
紂
王
又
是
を
然し
か
りと
し
、
城
中
の
孕
婦
数
十
人
を
捕と
ら

へ
て
、
楼
下
に
至
る
」
と
し
、
費
仲
の
名
を
挙
げ
ず
ス
ト
ー
リ
ー
を
簡
素
化

し
て
い
る
。

　

同
様
に
、「
妲
己
譚
」
の
ほ
か
の
費
仲
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
部
分
に

お
い
て
も
、
そ
の
名
が
悉
く
省
略
さ
れ
る８
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
は
、
西

伯
を
西
岐
に
帰
さ
な
い
こ
と
を
勧
め
る
部
分
で
あ
る
。『
通
俗
武
王
軍
談
』

（「
西
伯
陥w

囚
羑
里
城q

」）
で
は
、

費
仲
又
奏
シ
テ
曰
、
西
伯
ノ
精
霊
ナ
ル
コ
ト
、
終
ニ
大
ナ
ル
患う
れ
へヲ
ナ
サ

ン
。
大
王
殺
シ
玉た
ま

ハ
ズ
ン
バ
、
コ
レ
ヲ
囚
と
ら
へ

置を
き

テ
…
…

と
、
費
仲
よ
り
紂
王
に
提
言
す
る
が
、「
妲
己
譚
」（「
紂
王
囚w

西
伯
羑
里
城q

」）

で
は
、時

に
妲
己
と
ゞ
め
て
曰
く
、
西
伯
の
精
霊
な
る
、
終
に
天
下
の
患わ
ざ
はひ
を

な
さ
ん
。
大
王
殺
す
事
を
痛
み
給た
ま

は
ゞ
、
囚と
ら

へ
置を
き

て
、
国
に
帰
し
給た
ま

ふ

事
な
か
れ
…
…

と
、
帰
さ
な
い
こ
と
を
勧
め
る
人
物
を
ま
る
ご
と
妲
己
に
入
れ
替
え
た
。
こ

れ
は
、
費
仲
の
影
を
薄
く
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
主
人
公
妲
己
に
脚
光
を
浴

び
せ
、
紂
王
を
淫
逸
無
道
の
暴
君
な
ら
し
め
た
罪
を
妲
己
に
集
中
さ
せ
る
意

図
を
以
て
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
が
改
編
し
た
と
も
捉
え
ら
れ
よ
う
。

Ⅱ　
「
花
陽
夫
人
譚
」
の
考
察

　
『
画
本
玉
藻
譚
』
巻
三
の
「
花
陽
夫
人
譚
」
に
お
い
て
は
、
唐
土
を
去
っ

た
九
尾
の
狐
が
天
竺
に
逃
げ
込
み
、
花
陽
夫
人
と
化
し
て
斑
足
王
を
魅
了

し
、
最
後
に
弥み

陀だ

の
三さ
ん

尊ぞ
ん

の
仏
光
に
よ
っ
て
本
性
を
現
わ
す
様
が
描
か
れ

る
。
こ
の
「
花
陽
夫
人
譚
」
は
主
に
『
勧
化
白
狐
通
』
を
利
用
し
て
い
る
。

『
勧
化
白
狐
通
』（
三
巻
）
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
長
編
仏
教
勧
化
物
」
の
一
篇

で
あ
り
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
刊
行
さ
れ
、
僧
単
潮
海
誉
が
記
し
た
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序
文
を
持
つ
。
そ
の
内
容
を
概
括
す
れ
ば
、
三
国
伝
来
の
狐
変
妖
婦
譚
の
唐

土
部
分
を
持
た
な
い
も
の
（
単
に
妲
己
の
名
に
言
及
す
る
の
み
）
と
考
え
て
よ
い
。

　

具
体
的
に
分
析
す
る
と
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
「
花
陽
夫
人
譚
」
に
お
い
て
、

「
獅
子
が
天
羅
国
の
后
を
銜
え
て
去
り
、
一
年
後
懐
妊
し
た
后
を
乗
せ
て
戻

る
こ
と
」
や
、「
斑
足
王
が
花
陽
山
に
て
女
子
と
出
会
い
、
宮
中
に
連
れ
帰

る
こ
と
」、「
花
陽
夫
人
が
侍
女
を
連
れ
、
僧
侶
を
破
戒
さ
せ
る
こ
と
」、「
愛

妃
で
あ
る
采
姫
が
斑
足
王
を
諫
め
る
こ
と
」、
お
よ
び
「
花
陽
夫
人
が
采
姫

を
射
殺
す
る
こ
と
」
な
ど
が
、『
勧
化
白
狐
通
』
に
拠
る
内
容
で
あ
る
。
こ

の
『
勧
化
白
狐
通
』
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
「
勧
化
」
の
二
字
が

改
め
ら
れ
、『
通
俗
白
狐
通
』（
四
巻
）
の
書
名
で
再
版
さ
れ
た
。
序
文
、
口

絵
な
ど
を
除
き
、『
通
俗
白
狐
通
』
と
『
勧
化
白
狐
通
』
と
は
内
容
が
同
一

で
あ
る
。
両
書
は
と
も
に
『
画
本
玉
藻
譚
』
に
先
行
す
る
の
で
、『
画
本
玉

藻
譚
』
が
依
拠
し
た
の
は
、
必
ず
し
も
『
勧
化
白
狐
通
』
で
は
な
く
、『
画

本
玉
藻
譚
』
の
出
版
年
次
に
よ
り
近
い
『
通
俗
白
狐
通
』
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
で
あ
ろ
う
。

　
『
勧
化
白
狐
通
』
と
『
通
俗
白
狐
通
』
を
比
べ
る
と
、「
花
陽
夫
人
譚
」
に

は
内
容
的
に
増
加
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
多
く
看
取
で
き
る
。
例
え
ば
、
九
尾
の

狐
が
女
の
腹
に
入
り
、
終
に
一
人
の
女
子
が
生
ま
れ
る
、
と
い
う
花
陽
夫
人

の
誕
生
の
経
緯
や
、
ま
た
、
普
明
王
が
目
よ
り
光
を
放
ち
、
そ
れ
に
当
た
っ

た
花
陽
夫
人
が
病
気
に
な
る
こ
と
な
ど
は
、
す
べ
て
『
勧
化
白
狐
通
』
に
は

見
ら
れ
な
い
内
容
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
が
『
勧
化

白
狐
通
』
に
依
拠
し
つ
つ
、
独
自
に
改
変
を
加
え
た
部
分
も
見
ら
れ
る
。
そ

の
際
と
ら
れ
た
筆
法
の
一
つ
は
、『
通
俗
武
王
軍
談
』
に
描
か
れ
た
人
物
を

借
り
、「
花
陽
夫
人
譚
」
の
別
の
人
物
に
投
影
0

0

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
花
陽
夫
人
譚
」
で
は
、
九
尾
の
狐
が
変
じ
た
花
陽
夫
人
は
斑
足
王
に
さ

ま
ざ
ま
な
無
道
を
勧
め
、
や
が
て
王
は
残
忍
な
暗
君
と
な
る
。
花
陽
夫
人
は

さ
ら
に
、破
戒
し
た
僧
を
獅
子
に
食
わ
す
こ
と
を
提
言
す
る
（「
斑
足
王
令i

駆w

獅
子q

喰t

僧
」）。

斑
足
王
大
き
に
是
を
興け

う

有
と
歓よ

ろ
こび

、
先ま
づ

国
ゝ
に
令
し
て
、
獅
子
を
多
く

狩か
り

と
ら
せ
、
か
た
の
ご
と
く
柵
を
結ゆ

ひ
、
武
士
に
命
じ
て
千
人
の
僧
を

其
中
へ
入
れ
（
獅
子
に
食
べ
ら
れ
る
僧
を
）
見
る
者
、
色
を
失
ひ
け
る
。

斑
足
王
と
花
陽
夫
人
は
、
高
楼
に
上
り
、
是
を
見
て
手
を
拍う

つ

て
笑わ

ら

ひ

楽た
の
しむ

。

そ
れ
を
聞
い
た
斑
足
王
は
「
興
き
ょ
う

有あ

り
」
と
感
じ
、
ま
た
そ
の
残
虐
な
場
面
を

目
睹
し
つ
つ
、
花
陽
夫
人
と
と
も
に
「
手
を
拍う
っ

て
」
欣
賞
す
る
場
面
が
描
写

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、『
勧
化
白
狐
通
』
で
は
傍
線
部
に
共
通
す
る
行

文
が
な
く
、
単
に
、
十
年
に
一
度
国
内
で
死
刑
囚
を
獅
子
に
食
わ
す
習
わ
し

が
あ
り
、
病
気
と
な
っ
た
花
陽
夫
人
は
そ
れ
を
見
た
い
と
斑
足
王
に
懇
願
す

る
。
花
陽
夫
人
は
そ
れ
を
見
て
回
復
し
、
斑
足
王
は
更
な
る
罪
人
を
獅
子
に

食
わ
す
、
と
い
っ
た
内
容
に
す
ぎ
な
い
。

　

一
方
、『
通
俗
武
王
軍
談
』
で
は
、
妲
己
が
紂
王
に
種
々
の
酷
刑
を
勧
め

る
が
、
そ
の
一
つ
は
「
蠆た
い

盆ぼ
ん

」（
穴
に
毒
虫
を
入
れ
て
人
を
穴
に
投
げ
込
み
、
毒

虫
に
食
い
殺
さ
せ
る
刑
罰
）
で
あ
る
。
妲
己
が
紂
王
に
対
し
、
姜
皇
后
の
侍
女

を
「
蠆
盆
」
に
投
げ
込
む
よ
う
け
し
か
け
、
そ
の
無
惨
な
有
様
を
見
る
や

（「
紂
王
作w

酒
池
肉
林q

」）、

見
ル
ニ
気
モ
消き
ヱ

、
聞き
く

ニ
魂
失う
せ

ヌ
ベ
シ
。
紂
王
ハ
妲
己
ト
ト
モ
ニ
大
ニ
笑わ

ら

フ
テ
曰
、
皇
后
ノ
計
ニ
ア
ラ
ズ
ン
バ
、
此
叛は
ん

妾し
や
う

等ら

ヲ
滅
ほ
ろ
ぼ
す

事
能あ
た

ハ
ジ
。

と
、「
大
い
に
笑
ひ
て
」
興
に
入
り
、
他
人
の
苦
痛
を
楽
し
む
残
酷
な
紂
王
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と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
続
き
の
場
面
に
お
い
て
、
酒

で
造
っ
た
池
に
溺
れ
て
苦
し
む
人
び
と
を
見
た
紂
王
は
、

妲
己
ト
ト
モ
ニ
掌

た
な
こ
ゝ
ろヲ

撫う
つ

テ
、
大
ニ
笑わ

ら
ふテ

曰
、
コ
ノ
樂
ミ
極
テ
吾
ガ
意
こ
ゝ
ろ

に
称か
な
へリ
ト
テ
…
…

と
、
妲
己
と
と
も
に
「
手
を
う
ち
て
笑
ふ
」。
こ
れ
ら
の
内
容
は
す
べ
て
「
花

陽
夫
人
譚
」
の
斑
足
王
の
像
と
重
な
っ
て
お
り
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者

が
『
通
俗
武
王
軍
談
』
を
利
用
し
、
紂
王
の
像
を
斑
足
王
に
投
射
し
た
と
言

え
よ
う
。
ま
た
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
が
紂
王
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
臣

下
で
あ
る
費
仲
を
「
是
善
」
に
投
影
さ
せ
る
こ
と
も
看
取
で
き
る
（「
斑
足
王

猟w

浄
波
離
国q

」）。

斑
足
王
、
佞
臣
是ぜ

善ぜ
ん

と
い
へ
る
者
に
計
義
し
、
国
の
政
を
議
す
る
と
偽

り
、
四
方
大
小
の
属
国
、
百
余
国
に
使
を
馳は
せ

て
、
日
を
限
て
、
其
王
を

都
に
呼
ぶ
。

と
、
斑
足
王
が
是
善
の
姦
計
を
聞
き
入
れ
、
四
方
の
国
王
を
都
に
呼
ば
ん
と

す
る
。
無
論
、『
勧
化
白
狐
通
』
で
は
、
是
善
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
な
い
。『
通

俗
武
王
軍
談
』
を
考
察
す
る
と
、
そ
の
類
似
す
る
部
分
に
（「
西
伯
侯
入p

商
得w

雷
震q

」）、
費
仲
ガ
曰
、
臣
ガ
見け
ん

ニ
ヨ
ラ
バ
、
国
ノ
大
政
ア
リ
ト
詐
い
つ
は
り

称せ
う

シ
、
四
方

ノ
侯
伯
ミ
ナ
朝
ニ
入
テ
ト
モ
ニ
議は
か
らン
コ
ト
ヲ
詔
シ
玉た
ま

ハ
ゞ
、
四
方
ノ
侯

伯
ミ
ナ
朝
ニ
来
ル
ベ
シ
。

と
、
紂
王
に
姦
策
を
献
ず
る
臣
下
費
仲
が
物
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
悪
巧
み

の
「
政
を
偽
っ
て
諸
侯
を
都
に
集
め
る
」
内
容
が
、「
花
陽
夫
人
譚
」
と
共

通
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
部
分
は
、『
通
俗
武
王
軍
談
』
を
利
用
し
、
そ
の
人
物
像
を
「
花

陽
夫
人
譚
」
に
投
影
し
た
方
法
を
明
示
す
る
。『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
は
、

『
勧
化
白
狐
通
』
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
話
容
に
変
化
を
施
し
て
新
味
を
加
え

る
。
ま
た
、
こ
の
検
討
に
よ
り
、『
通
俗
武
王
軍
談
』
は
単
に
「
妲
己
譚
」

の
原
拠
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、「
花
陽
夫
人
譚
」
に
ま
で
も
そ
の
影
響
を
及

ぼ
す
と
説
明
で
き
よ
う
。

Ⅲ　
「
玉
藻
前
譚
」
の
考
察

　
「
玉
藻
前
譚
」
は
『
画
本
玉
藻
譚
』
の
巻
四
・
五
に
当
た
る
。
近こ
の

衛え

院い
ん

が

病
を
患
い
、
陰
陽
師
安
倍
康や
す

成な
り

が
玉
藻
前
の
正
体
を
見
破
り
、
そ
れ
を
除
く

こ
と
を
奏
聞
し
た
が
、
牢
獄
に
入
れ
ら
れ
る
。
後
に
康
成
は
救
出
さ
れ
、
祈

り
に
よ
っ
て
玉
藻
前
の
正
体
を
暴
く
。
玉
藻
前
は
那
須
野
に
逃
げ
、
三
浦
介

と
上
総
介
に
よ
っ
て
退
治
さ
れ
る
が
、
狐
の
執
心
は
さ
ら
に
殺
生
石
と
な

り
、
最
後
に
玄
翁
が
成
仏
さ
せ
る
と
い
う
粗
筋
で
あ
る
。「
玉
藻
前
譚
」
が

「
花
陽
夫
人
譚
」
と
同
様
に
、『
勧
化
白
狐
通
』
に
依
拠
す
る
内
容
を
後
に
提

示
し
、
ま
ず
室
町
時
代
物
語
「
玉
藻
の
草
子

0

0

0

0

0

」
と
の
関
係
性

0

0

0

0

0

を
考
察
し
た
い
。

　

玉
藻
前
説
話
は
中
世
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
写
本
・
絵
巻
・

奈
良
絵
本
な
ど
多
様
な
形
態
で
今
日
に
ま
で
伝
わ
る
。
一
括
し
て
「
玉
藻
の

草
子
」
ま
た
は
「
玉
藻
前
物
語
」
と
呼
ば
れ
る
。
現
存
す
る
最
も
古
い
文
献

は
、
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
の
写
本
（
赤
木
文
庫
旧
蔵
）
ま
で
遡
る
が
、
江

戸
に
入
り
、
ま
た
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
刊
本
、
お
よ
び
そ
の
後
刷
本
と

考
え
ら
れ
る
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜
七
三
）
刊
本
の
よ
う
に
、
刊
本
の
形
で

世
に
流
布
し
て
い
た
。『
画
本
玉
藻
譚
』
の
「
玉
藻
前
譚
」
に
お
い
て
は
、「
玉

藻
の
草
子
」
を
借
用
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
箇
所
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

　

例
え
ば
、
玉
藻
前
を
除
く
た
め
、
康
成
が
奏
聞
す
る
部
分
（「
玉
藻
前
被p

命w
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執
幣q

」）
で
は
、

院
の
御
悩の
う

は
宮
中
妖
気
の
い
た
す
所
、
臣
勅
命
を
受
て
、
泰た

い

山ざ
ん

府ふ

君く
ん

を

祭
り
、
丹
誠
を
凝こ
ら

し
な
ば
、
御
悩の
う

す
み
や
か
に
癒い
へ

さ
せ
給た
ま

は
ん
事
、
更

に
疑
ひ
有
べ
か
ら
ず
。

と
、
康
成
が
泰た
い

山ざ
ん

府ふ

君く
ん

の
祭
り
に
言
及
す
る
。
泰
山
府
君
と
は
、
中
国
の
泰

山
の
神
で
あ
り
、
人
の
生
死
を
司
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。「
玉
藻
の
草
子
」

（
承
応
二
年
刊
本
よ
り
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
安
倍
康や
す

成な
り

と
異
な
り
、
こ
の
本
で
は
泰や
す

成な
り

と
表
記
さ
れ
る
）
を
見
る
と
、

泰
成
申ま
う
すや
う
。
し
よ
せ
ん
、
た（

泰

山

）

い
さ
ん
府
君
の
祭
を
、
仕
候
は
ん
ず
る

に
。
玉
も（
藻
）の
前
を
、
御
幣へ
い

取と
り

の
や
く
に
。
出
さ
せ
給た
ま

へ
、
そ
の
時
泰や
す

成な
り

か
申
ま
う
す

処と
こ
ろ。
あ
ら
は
る
へ
し
と
、
申ま
う
しけ
れ
ば
。

と
あ
り
、
同
様
に
泰
山
府
君
の
祭
り
に
触
れ
る
。
こ
の
神
は
仏
教
の
信
心
に

由
来
す
る
『
勧
化
白
狐
通
』
に
は
見
え
ず
、「
玉
藻
の
草
子
」
に
記
載
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
や
が
て
、
そ
の
祭
り
が
行
わ
れ
、
玉
藻
前
が
壇
に
登
る
時

の
様
子
を
描
く
部
分
に
つ
い
て
、『
画
本
玉
藻
譚
』
で
は
（「
安
倍
康
成
調w

伏

妖
怪q

」）、
（
玉
藻
前
）
蘭ら

ん

奢じ
や

の
匂
ひ
、
を
の
づ
か
ら
あ
ざ
や
か
に
薫
り
、
身
よ
り

光
さ
し
出
て
、
天
人
の
影よ
う

向が
う

か
と
ぞ
あ
や
し
ま
れ
、
見
る
者
、
魂
を
消き
や

し
心
を
中
天
に
飛と
ば

す
。

と
、
蘭
麝
の
匂
い
が
漂
い
、
身
よ
り
光
を
放
つ
玉
藻
前
が
記
述
さ
れ
る
。
一

方
、「
玉
藻
の
草
子
」
に
は
、

（
玉
藻
前
）
を
の
づ
か
ら
、
ら（

蘭

麝

）

ん
じ
や
の
匂
ひ
。
あ
ざ
や
か
に
。
身
よ

り
光
を
出
す
間
。
天
人
の
、
や（

影

向

）

う
が
ふ
か
と
、
思
は
れ
け
り
。

と
、
類
似
す
る
内
容
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
勧
化
白
狐
通
』
に
記
載
し

な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
項
に
お
い
て
、『
画
本
玉
藻
譚
』
が
「
玉
藻
の

草
子
」
と
共
通
す
る
内
容
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者

が
「
玉
藻
の
草
子
」
に
取
材
し
、
そ
の
内
容
を
話
に
盛
り
込
ん
だ
も
の
と
説

明
で
き
る９
。

　

ま
た
、
傍
証
と
し
て
、「
玉
藻
の
草
子
」
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
借
用
す
る

例
も
見
出
せ
る
。『
画
本
玉
藻
譚
』「
兵
庫
頭
頼
政
射w

怪
鳥q

」
で
は
、
鳥
羽

院
が
玉
藻
前
の
美
貌
と
才
覚
に
感
心
し
て
溺
愛
し
、「
金き
ん

瓊け
い

の
床
の
前
に
は
、

遥は
る
かに
千
年
の
松
を
契
り
、
玉
宝
の
台う
て
なの
上
に
は
、
遠
き
齢よ
は
いを
万
歳
の
亀
に
期ご

し
、あ
か
し
く
ら
し
お
わ
し
ま
す
」
と
表
現
す
る
が
、「
玉
藻
の
草
子
」
に
も
、

「
か（

合

掌

）

つ
せ
う
の
、
ゆ
か
の
前
に
は
。
は
る
か
に
、
千
年
の
松
を
契
り
。
玉
の

う（

台

）

て
な
の
上
に
は
。
と
を
き
よ
は
ひ
を
、
万
年
の
か
め
に
ご（
期
）し
て
。
あ
か
し

く
ら
し
お
は
し
ま
す
」
と
あ
り
、「
千
年
の
松
」
と
「
万
年
の
亀
」
の
比
喩

が
用
い
ら
れ
、
言
葉
も
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。
他
に
、
玉
藻
前
の
美
貌
を
形

容
す
る
の
に
、『
画
本
玉
藻
譚
』
に
は
「
一
た
び
笑ゑ
め

ば
、
百も
ゝ

の
媚こ
び

な
る
芙
蓉

楊
柳
の
姿
色
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
白
居
易
「
長
恨
歌
」
の
「
回p

眸
一
笑
百

媚
生
、
六
宮
粉
黛
無w

顔
色q

」
を
踏
ま
え
る
表
現
で
あ
る
が
、「
玉
藻
の
草

子
」
に
も
、「
一い
ち

度ど

笑わ
ら

へ
は
。
百も
ゝ

の
媚こ
び

あ
り
。
せ（
西
施
）

い
し
か
、
か（

顔

色

）

ん
し
よ
く
も
、

い
ま
爰こ
ゝ

に
有
と
」
と
あ
り
、
そ
の
原
拠
を
直
接
「
玉
藻
の
草
子
」
に
求
め
ら

れ
る
。

　
『
画
本
玉
藻
譚
』
の
「
玉
藻
前
譚
」
は
「
玉
藻
の
草
子
」
の
み
な
ら
ず
、『
勧

化
白
狐
通
』
に
も
依
拠
し
て
い
る
。
具
体
的
に
指
摘
す
れ
ば
、「
藤
原
道
春

が
狐
が
化
し
た
赤
子
を
養
育
す
る
こ
と
」
や
、「
和
歌
（
筆
者
注
：
み
さ
び
江

に
底
の
玉
藻
は
乱
る
と
も
知
ら
る
な
人
に
深
き
心
を
）
に
よ
っ
て
玉
藻
の
名
を
賜

る
こ
と
」、「
僧
石
屋
の
失
敗
譚
」、「
玄
翁
が
小
屋
を
建
て
殺
生
石
の
前
に
仏
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法
を
講
じ
る
こ
と
」
な
ど
は
、『
勧
化
白
狐
通
』
と
内
容
が
共
通
し
、『
勧
化

白
狐
通
』
か
ら
取
材
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

か
く
し
て
、
単
調
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
い
く
つ
か
の
先
行
す
る
狐
譚
を
借

用
し
、
苦
心
し
て
そ
れ
ら
を
話
中
に
点
綴
融
合
さ
せ
る
『
画
本
玉
藻
譚
』
の

著
者
の
姿
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
そ
の
一
方
、
既
存
の
狐
変
妖
婦
譚
の
枠
を
超

え
、
原
拠
と
す
る
狐
譚
に
は
な
い
内
容
を
案
出
す
る
一
面
も
窺
え
る
。
例
え

ば
、
源
み
な
も
と
の

頼よ
り

政ま
さ

と
関
わ
る
物
語
を
話
中
に
盛
り
込
む
部
分
で
あ
る
。

　
『
画
本
玉
藻
譚
』
の
「
玉
藻
前
譚
」
に
お
い
て
、
頼
政
は
牢
獄
に
囚
わ
れ

る
康
成
を
救
出
す
る
人
物
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
近
衛

院
が
御
悩
を
患
い
、
康
成
が
玉
藻
前
の
退
治
を
奏
上
す
る
と
、
玉
藻
前
は
怪

鳥
が
毎
晩
内
裏
に
飛
び
来
る
せ
い
で
あ
る
と
言
い
訳
を
し
、
頼
政
に
怪
鳥
を

払
い
除
く
役
目
を
与
え
た
。
そ
の
怪
鳥
を
退
治
す
る
夜
、
黒
雲
が
紫
宸
殿
の

上
に
落
ち
か
か
り
（
兵
庫
頭
頼
政
射w

怪
鳥q

）、

（
頼
政
）
一
心
に
八
幡
太
神
を
念
じ
、
蟇ひ
き

目め

を
取
て
、
弓
と
矢
つ
が
ひ
、

弦つ
る

音を
と

高
く
一
た
び
鳴
す
音
に
応
じ
、
雲
中
に
声
あ
り
…
…
頼
政
再
引ひ
き

て

弦
を
鳴
せ
ば
、
雲
中
に
叫
ぶ
声
大
雷
の
ご
と
し
、
三
た
び
鳴
す
時
、
怪

鳥
は
内
裏
の
庭
上
に
落
た
り
、（
郎
党
猪い

早は
や

太た

が
怪
鳥
を
殺
し
、
そ
の
鳥
は
、）

頭
は
猿
の
ご
と
く
、
尾
は
蛇
の
ご
と
く
、
手
足
は
虎
の
ご
と
く
、
鳴
声

鵺ぬ
え

に
似
た
り
。

と
、
三
度
弦
を
鳴
ら
す
と
、
怪
鳥
が
空
よ
り
落
ち
て
殺
さ
れ
る
。
褒
美
と
し

て
左
府
頼
長
が
宝
剣
を
与
え
る
が
、
頼
長
が
「
弓ゆ
み

は
り
月つ
き

の
入い
る

に
ま
か
せ
て
」

と
吟
ず
れ
ば
、
頼
政
は
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
猶な
を

も
雲く
も

井い

に
揚あ
が

る
か
な
」
と
返
す
。

こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
単
な
る
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
で
は
な
く
、
頼

政
の
登
場
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
玉
藻
前
の
狡
猾
さ
を
際
立
た
せ
、
話
の
流

れ
の
一
部
と
し
て
機
能
す
る
。

　

頼
政
の
「
鵺ぬ

え

退た
い

治じ

」
説
話
は
、『
平
家
物
語
』
を
は
じ
め
、『
源
平
盛
衰
記
』、

『
太
平
記
』
な
ど
の
軍
記
や
、
謡
曲
「
鵺
」、
ま
た
は
説
話
集
『
十
訓
抄
』、

『
月
つ
き
の

刈か
る

藻も

集し
ゅ
う』
な
ど
に
も
記
載
さ
れ
、
多
岐
に
亘
っ
て
物
語
ら
れ
て
き
た
が
、

頼
政
が
「
弓
は
り
月
の
入
に
ま
か
せ
て
」
と
返
す
の
が
一
般
で
あ
る
。『
画

本
玉
藻
譚
』
で
は
、
従
来
の
も
の
と
は
正
反
対
で
あ
るＡ
。
こ
の
よ
う
な
相
違

を
見
せ
つ
つ
、
で
は
な
ぜ
『
画
本
玉
藻
譚
』
の
「
玉
藻
前
譚
」
は
、
源
頼
政

の
説
話
を
選
択
し
、
話
中
に
盛
り
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
深
く
「
玉

藻
の
草
子
」
と
関
わ
り
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
「
玉
藻
の
草
子
」
で
は
、
玉
藻
前
が
那
須
野
に
逃
げ
込
み
、
そ
れ
を
退
治

す
る
か
否
か
を
議
論
す
る
際
に
、
あ
る
大
臣
が
弓
の
名
人
を
挙
げ
、
神
通
自

在
な
狐
と
は
い
え
、
人
間
の
力
で
退
治
で
き
る
と
説
く
。

漢
朝
の
羿げ
い

が
。
九
つ
の
日
を
射
を
と
す
。
本
朝
の
よ（

頼

政

）

り
ま
さ
は
。
雲
の

中
の
、
ぬ（

鵺
）え

を
射
る
。
い
国
の
養や
う

由ゆ
う

は
。
霞
の
中
の
、
雁
を
射
落
し
。

し（
子
羽
）う
は
、
雨
の
ふ
る
に
儀
を
ゝ
こ
し
。
毒
龍
を
射
落
す
。

こ
の
中
で
、
頼
政
の
鵺
退
治
が
話
題
と
な
る
。
前
述
の
通
り
、「
玉
藻
前
譚
」

は
深
く
「
玉
藻
の
草
子
」
と
関
わ
る
が
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
は
、
そ

の
中
の
頼
政
の
記
述
か
ら
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
、
頼
政
の
鵺
退
治
を
転
用
し
、

話
の
一
部
と
し
て
融
和
さ
せ
る
。
康
成
の
救
出
を
助
け
る
役
割
と
し
て
頼
政

を
話
中
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
、
話
に
変
化
を
与
え
て
妙
味
を
加
え
て

い
る
。

　

頼
政
説
話
の
添
加
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
実
際
、「
玉
藻
の
草
子
」

は
多
様
な
形
態
で
世
に
伝
わ
り
、
伝
本
に
よ
っ
て
は
頼
政
を
語
ら
な
い
も
の

も
存
在
す
る
。『
画
本
玉
藻
譚
』
と
「
玉
藻
の
草
子
」
の
関
係
を
考
え
る
際
、
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『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
は
如
何
な
る
テ
キ
ス
ト
を
参
考
に
し
た
か
、
と
い

う
問
題
も
浮
か
び
上
が
る
。
前
述
の
通
り
、『
画
本
玉
藻
譚
』
で
は
、
玉
藻

前
が
神
壇
に
登
る
際
に
身
よ
り
光
を
放
つ
点
は
、「
玉
藻
の
草
子
」
か
ら
吸

収
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
と
合
わ
せ
、
筆
者
は
玉
藻
前
説
話
を
語
る
写

本
・
奈
良
絵
本
・
絵
巻
な
ど
、
合
計
二
十
五
種
を
考
察
し
た
。
頼
政
の
鵺
退

治
、
お
よ
び
玉
藻
前
が
壇
に
登
る
際
に
光
を
放
つ
こ
と
を
と
も
に
記
載
す
る

も
の
は
五
種
を
数
え
るＢ
。
す
な
わ
ち
、

①
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
本
・
刊
本
（
承
応
二
年
〔
一
六
五
三
〕
西
田
庄

兵
衛
刊
）・
二
冊

②
国
会
図
書
館
蔵
本
・
刊
本
（
寛
文
年
間
〔
一
六
六
一
〜
七
三
〕
菊
屋
七
郎
兵

衛
刊
）・
一
冊

③
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
図
書
館
蔵
本
・
奈
良
絵
本
・
三
冊

④
金
沢
市
図
書
館
藤
本
文
庫
蔵
本
・
写
本
・
二
冊

⑤
京
都
大
学
美
学
美
術
史
学
研
究
室
蔵
本
・
奈
良
絵
本
・
二
冊

こ
の
う
ち
、
時
代
的
に
①
承
応
二
年
刊
本
が
先
行
す
る
が
、
②
寛
文
年
間
刊

本
は
そ
の
内
容
を
同
じ
く
す
る
後
刷
本
で
あ
る
。
③
〜
⑤
は
成
立
年
次
が
不

明
で
あ
る
。
①
と
②
は
刊
本
で
あ
る
た
め
、
発
行
数
量
が
多
い
。
流
通
の
範

囲
と
閲
読
の
利
便
性
か
ら
考
え
れ
ば
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
は
お
そ
ら

く
①
あ
る
い
は
②
を
用
い
た
と
推
察
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
二
つ
の
刊
本
は

『
画
本
玉
藻
譚
』
の
創
作
年
次
と
は
百
年
以
上
前
に
遡
る
。
こ
の
百
年
間
に

後
刷
等
の
刊
本
も
流
通
し
た
か
、
ま
た
は
刊
本
を
写
し
た
写
本
も
存
在
し
た

で
あ
ろ
う
か
。

三
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の
影
響

　
『
画
本
玉
藻
譚
』
と
同
様
に
、
三
国
伝
来
の
狐
変
妖
婦
を
物
語
る
作
品
に

は
、『
三
国
悪
狐
伝
』（
別
名
『
悪
狐
三
国
伝
』）
と
い
う
実
録
的
写
本
の
一
種

が
あ
る
。『
三
国
悪
狐
伝
』
は
褒
姒
を
加
え
、
狐
妖
は
「
妲
己
│
花
陽
夫
人

│
褒
姒
│
玉
藻
前
」
の
順
番
で
三
国
に
渡
っ
て
変
転
す
る
。
そ
の
著
者
と
成

立
年
次
は
未
詳
で
あ
る
が
、
山
下
琢
巳
が
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
年
紀

を
持
つ
写
本
を
取
り
上
げＣ
、
遅
く
と
も
寛
政
九
年
に
す
で
に
成
立
し
て
い
る

と
考
え
る
。
そ
の
巻
数
に
関
し
て
も
、
十
五
巻
、
上
下
二
巻
、
不
分
巻
な
ど

多
様
で
あ
る
。『
三
国
悪
狐
伝
』
は
曲
亭
馬
琴
に
よ
っ
て
た
び
重
ね
て
考
証

さ
れ
た
書
物
で
あ
り
、『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
の
粉
本
と
も
な
る
。
現
存
す

る
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
写
本
の
数
量
が
非
常
に
多
い
こ
と
か
ら
も
、
近
世
に

お
い
て
『
三
国
悪
狐
伝
』
は
大
い
に
流
布
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
と
推
察
さ

れ
るＤ
。

　
『
画
本
玉
藻
譚
』
の
成
立
に
、
こ
の
『
三
国
悪
狐
伝
』
が
関
与
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
、
山
下
琢
巳
は
、「『
画
本
玉
藻
譚
』
が
直
接
『
悪
狐

三
国
伝
』
に
拠
っ
た
か
ど
う
か
は
、
そ
の
作
品
か
ら
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
述
べ
るＥ
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
書
の
細
部
に
ま
で
注
目
す

れ
ば
、『
画
本
玉
藻
譚
』
が
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
影
響
を
受
け
た
痕
跡
が
見

つ
か
る
と
考
え
るＦ
。

Ⅰ　
『
三
国
悪
狐
伝
』
を
参
考
に
し
た
痕
跡

　

例
え
ば
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
以
下
の
一
節
で
は
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の
影

響
を
受
け
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
玉
藻
前
は
退
治
さ
れ
た
後
、
ま
た
殺
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生
石
と
な
っ
て
人
民
を
悩
ま
す
。
僧
石
屋
が
殺
生
石
を
引
導
し
よ
う
と
試
み

る
も
、
玉
藻
前
に
惑
わ
さ
れ
て
成
功
し
な
い
。
そ
の
際
、
玉
藻
前
が
石
屋
に

対
し
、
自
身
の
来
歴
に
つ
い
て
語
る
（「
悪
霊
為p

帰w

善
道q

」）。

（
我
は
）
唐
土
に
て
は
殷
の
紂
王
の
后
き
さ
き

蘇そ

妲だ
つ

妃き

、
天
竺
に
て
は
斑
足
王

の
花
陽
夫
人
、
日
本
鳥
羽
院
の
上う
へ

臈わ
ら
は

玉
藻
前
と
変
化
せ
し
、
九
尾
金

毛
白
額
の
老
狐
が
亡
魂
な
る
ぞ
や
。
我
天あ

め

地つ
ち

の
開ひ

ら

け
ざ
る
時
に
生
し

て
、
治
を
見
て
は
乱
を
起
し
、
正
道
を
邪
道
に
変
し
、
卒つ
い

に
儒
仏
神
の

三
教
を
亡
し
、
人
を
し
て
魔
界
に
入
ん
と
、
三
国
に
渡
つ
て
妖
を
な
せ

し
に
…
…

と
、
お
の
れ
は
三
国
に
渡
る
九
尾
の
狐
で
あ
り
、
天
地
が
開
け
て
い
な
い
時

に
生
ま
れ
、
人
間
を
「
魔
界
」
に
引
き
ず
り
込
も
う
と
い
う
。
こ
れ
を
『
三

国
悪
狐
伝
』
と
照
合
し
て
見
る
と
、
内
容
だ
け
で
な
く
、
用
い
る
言
葉
が
共

通
し
て
い
る
部
分
が
見
出
せ
る
。
巻
十
五
に
記
さ
れ
る
玄
翁
が
殺
生
石
と

な
っ
た
玉
藻
前
を
諭
す
場
面
で
は
、
玄
翁
が
石
に
対
し
て
払
子
を
打
ち
振
る

と
（『
三
国
悪
狐
伝
』
の
引
用
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
〈
早
大
本
〉
に
よ
る
が
、

以
下
の
一
節
は
転
写
に
よ
る
誤
り
が
あ
る
た
め
、
筆
者
架
蔵
Ａ
本
に
よ
る
。
訓
点
は
原

文
に
付
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
）、

石
魂
曰
、
我
レ

天
地
開か

い

闢び
や
く

陰
々
狐こ

。
玄
翁
曰
、
陰
狐
怨
心
如
何
ナ
ル

謂
ゾ

。

石
魂
曰
、
魔
国
ニ
シ
テ

獣
王
ニ

成
ン
ト

思
フ

。
玄
翁
曰
、
始
朝
有-w

出
ス
ル
ソ

鳥
羽

帝
ノ

代
ニ

q

。
石
魂
曰
、
我
レ

始
メ

唐
殷
ノ

紂
王
又
天
竺
斑
足
犯
シ

再
タ
ヒ

唐
周
幽

王
ヲ

不p

遂
…
…Ｇ

と
、
玉
藻
前
が
玄
翁
に
来
歴
を
語
る
。『
三
国
悪
狐
伝
』
は
和
文
で
書
か
れ

た
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
禅
問
答
の
雰
囲
気
を
案
出
す
る
た
め
、
敢

え
て
漢
文
調
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
節
の
文
意
は
必
ず
し
も
理
解

し
や
す
い
も
の
で
は
な
い
。
参
考
と
し
て
、
堀
誠
蔵
本
（
堀
本
）
の
関
連
部

分
を
提
示
し
た
い
。
堀
本
で
は
、
転
写
者
が
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
か
、

引
用
部
分
の
各
句
の
左
側
に
、説
明
の
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。波
線
部
に
「
わ

れ
て
ん
ち
か（

開

闢

）

い
ひ
や
く
の
も
と
ゐ（
陰
気
）

ん
き
の
と（

滞

り

）

ゝ
こ
ほ
り
よ
り
生
た
る
狐
也
」

と
あ
り
、
傍
線
部
に
「
こ
の
く（
国
）に
を
ま（
魔
国
）

こ
く
と
し
け（

獣

）

だ
も
の
ゝ
わ（
王
）ふ
と
な
り

た
き
の
い（
謂
）わ
れ
な
り
」
と
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
節
の
文
意
を
要
約
す
れ

ば
、「
玄
翁
の
問
い
に
対
し
て
玉
藻
前
は
、
自
身
が
天
地
開
闢
の
際
に
陰
気

に
よ
っ
て
誕
生
し
、
人
間
界
を
魔
国
に
し
て
獣
王
と
な
ろ
う
と
し
て
、
三
国

の
人
君
を
惑
わ
す
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
一
節
は
、『
三
国
悪
狐
伝
』

の
冒
頭
部
分
を
踏
ま
え
て
い
る
。
そ
れ
と
合
わ
せ
て
見
る
と
、
引
用
し
た
内

容
の
意
味
が
よ
り
は
っ
き
り
と
な
る
（
早
大
本
『
三
国
悪
狐
伝
』
巻
一
）。

人
間
よ
り
た
つ
と
き
は
な
し
。
人
は
万
物
の
長
ゟ（
也
カ
）。
其
万
も（
物
）の
の
長
た

る
人
間
之
王
位
を
犯
し
、
此
世
を
魔
国
に
な
さ
ん
と
計は
か

り
、
三
国
伝
来

の
狐
な
り
。

と
、
こ
こ
で
も
、
狐
妖
が
こ
の
世
を
「
魔
国
」
に
し
て
世
界
に
君
臨
し
よ
う

と
述
べ
る
。
こ
の
部
分
に
相
次
ぎ
、
狐
妖
の
誕
生
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い

る
（
早
大
本
『
三
国
悪
狐
伝
』
巻
一
）。

抑そ
も
〳
〵

三
千
世
界
は
玉
の
丸
き
が
ご
と
く
に
し
て
、
是
二
ツ
に
別
れ
て
中

よ
り
律
呂
の
気
た
ち
ゟ
、
す
み
た
る
は
軽
ふ
し
て
上
り
て
天
と
な
り
、

に
ご
り
た
る
は
重
し
て
下
り
て
地
と
成
。
こ
れ
天
地
開
び
や
く
の
始
な

り
（
中
略
）
其
時
、
陰
陽
滞
り
て
一
疋
の
狐
と
な
り
、
天
地
初
り
て
よ

り
以
来
、
神
代
の
年
数
何
万
と
い
ふ
年
を
経
て
、
後
に
此
狐
、
姿
毛
色

替
り
て
面
は
白
く
尾
九
ツ
、
其
毛
悉
く
金
色
な
り
、
是
を
名
付
て
金
毛

九
尾
白
面
の
狐
と
い
ふ
。
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と
、
天
地
開
闢
の
際
に
滞
る
陰
陽
の
気
に
よ
っ
て
狐
妖
が
誕
生
す
る
こ
と

が
、
よ
り
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
狐
妖
が
天
地

開
闢
の
際
に
誕
生
す
る
と
い
う
設
定
は
極
め
て
珍
し
く
、『
三
国
悪
狐
伝
』

以
外
の
近
世
の
狐
話
に
は
見
出
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
『
画
本
玉

藻
譚
』
の
形
成
と
深
く
関
わ
る
作
品
を
考
察
す
れ
ば
、『
勧
化
白
狐
通
』
で

は
、
単
に
狐
妖
が
「
三
千
年
ノ
老
狐
」
に
言
及
し
、
中
世
に
成
立
し
て
近
世

に
も
流
布
し
て
い
た
「
玉
藻
の
草
子
」
で
は
、「
八
百
歳
を
経
た
る
」
に
触

れ
る
く
ら
い
で
、『
通
俗
武
王
軍
談
』
の
「
妲
己
譚
」
で
は
、
該
当
す
る
部

分
が
見
当
た
ら
な
い
。

　
『
画
本
玉
藻
譚
』
の
当
該
部
分
と
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
巻
十
五
の
部
分
を

比
べ
る
と
、
ま
ず
高
僧
の
引
導
に
対
し
、
殺
生
石
と
な
っ
た
玉
藻
前
が
三
国

に
渡
る
来
歴
を
語
る
点
が
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
語
る
内
容
で
は
、

「
魔
界
」
と
「
魔
国
」
の
表
現
が
類
似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、『
画
本
玉
藻

譚
』
の
狐
妖
が
「
天
地
の
開
け
ざ
る
時
」
生
ず
る
記
述
も
、『
三
国
悪
狐
伝
』

の
狐
妖
が
「
天
地
開
闢
」
に
生
ま
れ
る
内
容
と
相
通
じ
る
。
狐
妖
が
天
地
開

闢
の
際
に
陰
気
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
設
定
は
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の
特
有
の

も
の
で
あ
り
、
加
え
て
内
容
と
表
現
の
類
似
性
も
有
す
る
こ
と
か
ら
、『
画

本
玉
藻
譚
』
の
当
該
部
分
は
、
引
用
し
た
『
三
国
悪
狐
伝
』
巻
十
五
の
部
分
、

お
よ
び
冒
頭
部
分
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
文
中
の
表
現
や
狐
妖
の
設
定
の
み
な
ら
ず
、
話
の
構
成
に
お
い

て
も
、『
画
本
玉
藻
譚
』
が
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ

る
部
分
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
玉
藻
前
が
那
須
野
の
国
守
の
妻
子
と
化
し
、

照
魔
鏡
に
よ
っ
て
退
治
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
玉
藻
前
は
康
成
に
退
治
さ
れ

て
那
須
野
に
逃
げ
、
国
守
保
隆
の
妻
子
と
化
し
て
悩
ま
す
。
そ
の
真
偽
を
見

分
け
ら
れ
な
い
保
隆
が
都
に
注
進
す
る
と
、
朝
廷
は
三
浦
介
と
上
総
介
に
照

魔
鏡
を
与
え
る
。
照
魔
鏡
に
よ
っ
て
狐
妖
は
本
性
を
暴
か
れ
て
去
る
。
前
掲

の
拙
稿Ｈ
「
玉
藻
前
と
照
魔
鏡
」
で
は
、
筆
者
は
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、『
勧

化
白
狐
通
』
に
祖
型
を
求
め
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の
関
与
の
可
能
性
に
も
言

及
し
た
。
こ
こ
で
は
、
両
書
の
当
該
場
面
に
対
す
る
更
な
る
分
析
を
通
し
、

『
画
本
玉
藻
譚
』
が
『
三
国
悪
狐
伝
』
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る

具
体
的
な
根
拠
を
提
示
し
た
い
。
そ
れ
は
主
に
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

第
一
に
主
人
公
の
身
分
で
あ
る
。『
勧
化
白
狐
通
』
で
は
、『
画
本
玉
藻
譚
』

の
こ
の
部
分
と
類
似
す
る
話
型
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
主
人
公
は
「
百
姓
」

で
あ
る
。
狐
妖
が
「
百
姓
」
の
男
の
妻
子
と
化
す
る
が
、
近
隣
の
「
百
姓
」

が
上
洛
し
て
照
魔
鏡
を
持
ち
帰
っ
て
退
治
す
る
。
し
か
し
、『
画
本
玉
藻
譚
』

で
は
、悩
ま
さ
れ
て
都
に
注
進
す
る
の
が
「
国
守
」
で
あ
る
。『
三
国
悪
狐
伝
』

を
考
察
す
る
と
、
類
似
す
る
話
型
が
存
在
す
る
の
み
な
ら
ず
、
狐
妖
に
惑
わ

さ
れ
て
都
に
報
告
す
る
の
が
「
領
主
」
八
郎
で
あ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、「
国

守
」
と
「
領
主
」
は
や
や
概
念
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
がＩ
、
那
須
野
を
治
め

る
人
物
と
し
て
は
共
通
し
て
お
り
、『
勧
化
白
狐
通
』
の
「
百
姓
」
と
は
大

き
く
身
分
が
異
な
る
。
し
か
も
、『
画
本
玉
藻
譚
』
で
は
「
国
守
」
が
自
主

的
に
狐
狩
り
を
す
る
が
、
見
つ
け
ら
れ
な
い
内
容
が
語
ら
れ
る
。
一
方
、『
三

国
悪
狐
伝
』
で
も
「
領
主
」
が
狐
妖
を
狩
ろ
う
と
試
み
る
が
失
敗
す
る
内
容

が
記
さ
れ
、『
画
本
玉
藻
譚
』
と
相
通
じ
る
。
こ
れ
は
『
勧
化
白
狐
通
』
に

は
な
い
内
容
で
あ
る
。

　

第
二
に
狐
妖
の
化
け
方
で
あ
る
。『
勧
化
白
狐
通
』
で
は
、狐
妖
が
「
百
姓
」

の
男
の
妻
の
外
出
を
狙
い
、
妻
に
変
じ
て
家
に
入
る
が
、
そ
の
翌
日
、
本
当

の
妻
が
家
に
戻
り
、
狐
妖
が
化
し
た
妻
と
本
当
の
妻
が
前
後
し
て
家
に
入
る
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こ
と
で
、
時
間
の
ず
れ
が
生
じ
る
。
し
か
し
、『
画
本
玉
藻
譚
』
と
『
三
国

悪
狐
伝
』
に
お
い
て
は
、
狐
妖
が
「
国
守
」
ま
た
は
「
領
主
」
の
目
前
で
妻

に
化
す
る
。
俄
か
に
妻
が
二
人
と
な
る
点
が
一
致
し
て
い
る
。

　

第
三
に
安
倍
康
成
が
照
魔
鏡
を
言
上
す
る
場
面
で
あ
る
。『
画
本
玉
藻
譚
』

で
は
、「
国
守
」
の
注
進
を
受
け
、
康
成
が
照
魔
鏡
で
退
治
す
べ
し
と
奏
上

す
る
部
分
が
述
べ
ら
れ
る
。『
三
国
悪
狐
伝
』
で
も
同
様
に
、
安
倍
泰や
す

近ち
か

（
こ

の
本
で
は
泰
近
と
な
る
が
、
康
成
と
同
一
人
物
と
考
え
て
よ
い
）
が
内
侍
所
の
御
鏡

で
狐
妖
を
除
く
べ
し
と
言
上
す
るＪ
。
し
か
し
、『
勧
化
白
狐
通
』
で
は
単
に

「
泰
成
加
持
ノ
鏡
」（
こ
の
本
で
は
康や
す

成な
り

が
泰や
す

成な
り

と
表
記
さ
れ
る
）
と
あ
り
、
泰
成

が
言
上
す
る
内
容
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
三
点
を
踏
ま
え
る
と
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
玉
藻
前
が
那
須
野
の
国

守
を
悩
ま
す
部
分
で
は
、『
三
国
悪
狐
伝
』
と
共
通
す
る
部
分
が
多
く
、『
勧

化
白
狐
通
』
よ
り
む
し
ろ
『
三
国
悪
狐
伝
』
に
よ
り
近
い
。
そ
の
影
響
を
受

け
て
形
成
し
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
『
画
本
玉
藻
譚
』
の

玉
藻
前
が
来
歴
を
語
る
一
節
に
お
け
る
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の
巻
十
五
お
よ

び
冒
頭
部
分
と
の
類
似
性
を
合
わ
せ
、
こ
れ
ら
の
内
容
は
、『
三
国
悪
狐
伝
』

を
参
考
に
し
た
可
能
性
を
大
い
に
示
唆
し
て
い
る
。

Ⅱ　
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
利
用

　

そ
も
そ
も
、『
画
本
玉
藻
譚
』
と
『
三
国
悪
狐
伝
』
に
お
け
る
も
う
一
つ

の
大
き
な
共
通
点
は
、
狐
変
妲
己
の
話
譚
を
全
編
の
冒
頭
に
据
え
、
天
竺
の

花
陽
夫
人
・
本
朝
の
玉
藻
前
と
絡
め
、
三
国
伝
来
の
狐
変
妖
婦
譚
を
構
成
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
共
通
点
は
特
別
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
る
。

　

中
世
の
文
献
を
考
察
す
る
と
、
玉
藻
前
説
話
の
系
譜
に
は
狐
変
妲
己
が
現

れ
ず
、む
し
ろ
、狐
変
褒
姒
が
強
い
印
象
を
も
っ
て
語
ら
れ
る
。『
平
家
物
語
』

（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
元
和
七
年
流
布
本
・
巻
二
）
に
い
わ
ゆ
る
「
烽
火
戯w

諸

侯q

」
の
故
事
が
記
載
さ
れ
、
褒
姒
は
終
に
「
野
干
（
狐
の
別
名
）
と
な
ッ
て

は
し
り
、
う
せ
け
る
」
と
あ
る
。『
臥
雲
日
件
録
』（
享
徳
二
年
）
に
、「
此
狐

乃
周
褒
姒
所p

化
」
と
記
さ
れ
、『
唐
鏡
』（
巻
二
）
に
、「（
幽
王
）
ノ
褒
姒
、

国
ヲ
亡
シ
、
君
ヲ
失
ヒ
奉
ル
、
或
説
ニ
ハ
狐
狸
ノ
変
化
ト
モ
申
セ
リ
」
と
あ

り
、『
下
学
集
』（
犬
追
物
）
で
も
褒
姒
を
狐
と
す
る
。
ま
た
、『
画
本
玉
藻
譚
』

が
強
く
依
拠
す
る
「
玉
藻
の
草
子
」
で
も
、
狐
が
「
塚
の
神
↓
褒
姒
↓
玉
藻

前
」
と
変
転
す
る
系
譜
が
窺
え
る
が
、
こ
れ
は
『
神
明
鏡
』（
巻
上
）
や
謡

曲
「
殺
生
石
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

平
安
期
の
作
品
で
あ
る
『
狐
媚
記
』
に
、「
殷
之
妲
己
為w

九
尾
狐q

」
の

記
載
が
あ
る
と
は
い
え
、
中
世
以
来
褒
姒
は
狐
と
強
く
結
び
付
く
が
、
妲
己

と
狐
と
の
関
連
が
薄
く
、
狐
変
妲
己
譚
は
玉
藻
前
説
話
に
関
与
し
な
か
っ

た
。
し
か
し
、『
画
本
玉
藻
譚
』
で
は
、
狐
変
妲
己
譚
を
玉
藻
前
説
話
の
一

部
と
し
て
機
能
さ
せ
る
。
こ
れ
は
『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
の
独
自
の
発
想

な
の
だ
ろ
う
か
。

　

前
述
の
通
り
、
近
世
に
お
け
る
狐
変
妲
己
譚
の
流
行
は
、『
通
俗
武
王
軍

談
』
の
流
通
と
無
関
係
で
は
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、『
通
俗
武
王
軍

談
』
に
は
玉
藻
前
が
登
場
し
な
い
。『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
が
そ
れ
に
依

拠
し
つ
つ
も
、
中
に
記
さ
れ
る
狐
変
妲
己
譚
を
花
陽
夫
人
・
玉
藻
前
と
連
綴

さ
せ
、
し
か
も
全
編
の
冒
頭
に
据
え
た
。
先
に
論
じ
た
よ
う
に
、『
画
本
玉

藻
譚
』
は
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
。『
三
国
悪

狐
伝
』
で
は
、
正
に
狐
変
妲
己
を
冒
頭
に
据
え
て
語
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て

考
え
る
と
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
が
『
三
国
悪
狐
伝
』
を
利
用
し
、
狐
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変
妲
己
譚
を
冒
頭
に
据
え
、
花
陽
夫
人
・
玉
藻
前
と
列
ね
て
三
国
物
と
し
て

語
る
、
と
い
う
発
想
を
借
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
成
立
年
次
は
未
詳
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
把
握
さ
れ

た
最
古
の
も
の
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
年
紀
を
持
つ
写
本
で
あ
る
。

寛
政
九
年
は
『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
が
後
語
で
言
う
、『
画
本
玉
藻
譚
』

の
実
際
の
成
立
年
次
で
も
あ
る
。『
三
国
悪
狐
伝
』
は
寛
政
九
年
以
前
の
成

立
と
推
察
す
る
が
、
も
し
寛
政
九
年
に
成
立
し
た
と
し
て
も
、『
画
本
玉
藻

譚
』
の
著
者
が
そ
の
存
在
を
知
り
、
い
ち
早
く
そ
れ
を
手
に
入
れ
た
可
能
性

も
あ
ろ
う
。『
三
国
悪
狐
伝
』
の
出
来
具
合
に
つ
い
て
、
後
藤
丹
治
は
「
三

国
悪
狐
伝
は
、
そ
の
構
想
や
ゝ
平
板
に
失
し
、
文
詞
ま
た
簡
素
に
過
ぎ
て
、

読
本
の
作
と
し
て
は
甚
だ
距
離
の
あ
る
も
の
で
あ
つ
た
」
と
指
摘
す
るＫ
。『
画

本
玉
藻
譚
』
の
著
者
は
『
三
国
悪
狐
伝
』
か
ら
話
の
構
造
を
借
用
し
な
が
ら
、

従
来
の
狐
変
妖
婦
譚
を
利
用
し
て
内
容
を
豊
か
に
さ
せ
、
読
本
と
し
て
の
作

品
を
仕
上
げ
た
と
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
は
も
う
一
つ
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
画
本

玉
藻
譚
』
で
は
中
世
以
来
の
狐
変
褒
姒
譚
を
用
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
中
世

に
お
い
て
狐
変
褒
姒
が
多
く
語
ら
れ
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
も
『
三
国
悪
狐

伝
』
は
そ
の
流
れ
を
汲
み
、
褒
姒
を
加
え
て
狐
妖
を
唐
土
に
二
回
登
場
さ
せ

る
。『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
は
さ
ら
に
こ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
同
じ
構
造
で
物

語
を
展
開
す
る
。『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
が
敢
え
て
そ
れ
を
語
ら
な
い
の

に
は
、
い
か
な
る
意
図
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
木
村
黙
老
の
『
増補
稗
史
外
題

鑑
批
評
』（
天
保
十
年
）「
第
五
時
代
物
の
部
」
の
条
か
ら
、
こ
の
疑
問
に
対

す
る
一
つ
の
解
答
が
得
ら
れ
る
。『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
と
『
画
本
玉
藻
譚
』

を
品
評
す
る
記
述
で
あ
る
。

妖
婦
伝
を
玉
藻
譚
よ
り
よ
し
と
い
ふ
も
受
が
た
し
。
妖
婦
伝
に
は
妖
狐

唐
土
よ
り
天
竺
に
い
た
り
、
又
再
び
周
に
来
り
て
褒
姒
と
な
る
に
作
る

は
、
贅
言
に
似
て
観
る
に
饜あ

き

た
る
心
地
す
（
中
略
）
俗
謡
殺
生
石
に
、

周
の
幽
王
の
后
褒
姒
と
現
じ
と
い
ふ
文
句
あ
る
に
合
さ
ん
と
て
の
事
な

ら
ん
が
、
何
に
し
て
も
、
妖
狐
が
唐
土
へ
二
度
出
て
は
、
折
角
の
作
意

が
中な

か

た
る
み
せ
り
…
…

と
、『
画
本
玉
藻
譚
』
よ
り
『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
が
良
い
と
す
る
説
に
対
し
、

『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
で
は
狐
妖
が
妲
己
に
変
じ
た
後
、
ま
た
褒
姒
と
化
し

て
再
び
唐
土
に
戻
る
の
が
贅
言
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
正
し
く
『
画
本
玉

藻
譚
』
の
著
者
が
狐
変
褒
姒
を
切
り
捨
て
る
所
以
で
あ
る
。
九
尾
の
狐
が
登

場
す
る
舞
台
を
、
唐
土
・
天
竺
・
本
朝
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
と
す
る
こ
と
こ

そ
、
正
に
三
国
物
た
る
『
画
本
玉
藻
譚
』
の
醍
醐
味
で
あ
り
、
唐
土
に
二
度

出
現
す
る
の
は
、
作
品
の
妙
味
が
損
な
わ
れ
る
。
中
世
の
文
献
は
も
と
よ
り
、

近
世
に
入
っ
て
『
三
国
悪
狐
伝
』
を
含
め
る
狐
譚
に
お
い
て
、
狐
変
褒
姒
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
も
の
の
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
は
作
品
に
妙
味
を
も

た
ら
す
た
め
、
従
来
の
狐
変
妖
婦
譚
を
利
用
し
つ
つ
も
、
敢
え
て
狐
変
褒
姒

を
選
択
せ
ず
、
工
夫
を
施
し
た
と
言
え
よ
う
。

四
、
結
語

　

以
上
、『
画
本
玉
藻
譚
』
と
先
行
す
る
狐
変
妖
婦
説
話
と
の
関
わ
り
を
辿
っ

て
き
た
。
ま
と
め
る
と
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
「
妲
己
譚
」
は
『
通
俗
武
王

軍
談
』
に
大
い
に
依
拠
し
、「
花
陽
夫
人
譚
」
は
『
勧
化
白
狐
通
』
を
利
用

す
る
と
同
時
に
、『
通
俗
武
王
軍
談
』
の
影
響
も
受
け
て
い
る
。「
玉
藻
前
譚
」

に
関
し
て
は
、『
勧
化
白
狐
通
』
に
拠
り
な
が
ら
、「
玉
藻
の
草
子
」
を
も
利
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用
し
た
と
考
察
す
る
。

　
『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
は
原
拠
と
な
る
書
物
か
ら
そ
の
ま
ま
依
拠
す
る

の
で
は
な
く
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
た
め
、
加
工
を
施
し
た
。
三

国
物
と
し
て
唐
土
で
は
「
妲
己
譚
」
に
話
譚
を
集
中
さ
せ
た
こ
と
や
、「
花

陽
夫
人
譚
」
に
お
い
て
『
通
俗
武
王
軍
談
』
を
活
用
し
、
紂
王
の
像
を
斑
足

王
に
投
影
す
る
こ
と
な
ど
に
、
そ
の
意
図
を
看
取
で
き
る
。
ま
た
、「
玉
藻

の
草
子
」
の
記
述
か
ら
、
源
頼
政
の
「
鵺
退
治
」
を
「
玉
藻
前
譚
」
に
盛
り

込
む
よ
う
に
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
は
既
存
の
狐
変
妖
婦
説
話
を
ヒ
ン

ト
に
、
こ
れ
ら
を
話
中
で
融
合
さ
せ
、
物
語
と
し
て
よ
り
発
展
さ
せ
る
。

　

さ
ら
に
、
今
ま
で
不
鮮
明
で
あ
っ
た
『
画
本
玉
藻
譚
』
と
『
三
国
悪
狐
伝
』

と
の
関
係
を
も
検
討
し
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
が
『
三
国
悪
狐
伝
』
を

参
考
に
し
て
、
そ
の
内
容
と
構
造
を
利
用
し
た
様
相
を
具
体
的
に
指
摘
し

た
。
ま
た
、
作
品
に
妙
味
を
も
た
ら
す
た
め
、
中
世
以
来
受
け
継
が
れ
て
き

た
狐
変
褒
姒
を
敢
え
て
用
い
な
い
と
推
察
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
は
、
既
存
の
狐
変
妖

婦
譚
を
駆
使
し
つ
つ
も
、
そ
の
枠
を
越
え
、
話
に
新
味
を
も
た
ら
す
た
め
苦

心
し
た
姿
が
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。『
画
本
玉
藻
譚
』
と
『
絵
本
三
国
妖

婦
伝
』
の
出
版
後
、
狐
変
妖
婦
を
題
材
と
す
る
作
品
が
頻
出
し
、
狐
を
め
ぐ

る
一
つ
の
ブ
ー
ム
が
沸
騰
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
一
時
に
流
行
し

て
す
ぐ
に
廃
れ
去
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
文
化
年
間
か
ら
慶
応
年
間
に
至
る

ま
で
、
狐
変
妖
婦
譚
が
続
い
て
創
作
さ
れ
、
日
本
近
代
小
説
に
至
る
ま
で
大

き
く
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
二
つ
の
読
本
が
、
後
世
の
狐
譚
に
甚
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
、
最
後
に
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

注（
１

）　
『
京
摂
戯
作
者
考
』（
木
村
黙
老
著
）
に
、「
又
、
絵
本
太
閤
記
、
玉
藻
譚

…
…
は
、
右
の
確
斎
（
武
内
確
斎
）
作
に
て
、
玉
山
の
名
を
借
り
し
も
の
な
り

と
い
ふ
」
と
あ
り
、
武
内
確
斎
の
作
と
説
く
。

（
２

）　

後
語
に
、「
過す
ぎ

に
し
寛
政
丁
巳
の
と
し
、
此
物
語
を
編あ
み

、
絵
を
繍ぬ
ひ

も
の
し
て
、

既
に
書
肆
に
授さ
づ
けぬ
れ
ど
、
ま
だ
校
を
終
ざ
る
ほ
ど
に
（
中
略
）
三さ
ん

国ご
く

妖よ
う

婦ふ

伝で
ん

と

か
や
い
え
る
絵
草
紙
の
、
東
都
に
て
行
れ
に
し
…
…
」
と
あ
る
。

（
３

）　

中
村
幸
彦
「
読
本
展
回
史
の
一
齣
」（『
近
世
小
説
様
式
史
考
』・
中
央
公
論

社
・
一
九
八
二
・
四
〇
四
頁　

初
出　

一
九
五
八
）、
横
山
邦
治
担
当
の
『
絵

本
玉
藻
譚
』
解
説
（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』・
岩
波
書
店
・
一
九
八
三
）
に

よ
る
。

（
４

）　
『
糸
車
九
尾
狐
』
の
「
殷
紂
王
寵
妃
妲
妃
之
図
」
が
、『
画
本
玉
藻
譚
』
巻
一
・

口
一
丁
表
な
ど
を
借
用
し
て
い
る
と
指
摘
（
佐
藤
悟
「
山
東
京
伝
の
文
学
と
絵

画
│
│
『
糸
車
九
尾
狐
』
と
『
絵
本
玉
藻
譚
』」〔『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
』

七
三
巻
一
二
・
二
〇
〇
八
・
一
〇
七
頁
〕）。

（
５

）　

堀
誠
「『
三
国
悪
狐
伝
』
と
玉
藻
前
説
話
の
変
容
」（『
日
中
比
較
文
学
叢
考
』・

研
文
出
版
・
二
〇
一
五
・
七
四
頁　

初
出　

一
九
八
八
）
に
よ
る
。

（
６

）　

新
た
に
据
え
た
標
題
は
、「
紂
王
殺w

姜
皇
后q

」、「
西
伯
南
伯
奉p

表
諫w

紂

王q

」、「
太
公
望
破w

高
明
高
覚q

」、「
三
仁
去
而
陥w

成
陽マ
マq

」、「
狐
妖
趣p

西
」

の
五
条
で
あ
る
。

（
７

）　

前
掲
の
堀
の
論
文
の
七
三
頁
に
よ
る
。

（
８

）　
「
姜
皇
后
の
廃
黜
を
勧
め
る
」、「
東
伯
を
計
略
す
る
こ
と
を
助
言
」、「
鹿
台
・

鉅
橋
を
建
立
」、「
五
将
の
派
遣
を
提
案
」
な
ど
の
部
分
、
ひ
い
て
は
武
王
の
軍

隊
が
都
に
臨
み
、
軍
を
率
い
て
最
後
の
悪
あ
が
き
を
し
た
部
分
に
お
い
て
も
、

費
仲
の
名
を
挙
げ
て
い
な
い
。

（
９

）　
「
玉
藻
前
譚
」
の
全
編
を
見
渡
す
と
、「
玉
藻
の
草
子
」
か
ら
吸
収
し
た
箇
所

が
ほ
か
に
も
散
見
さ
れ
る
。『
画
本
玉
藻
譚
』
で
は
、
三
浦
介
と
上
総
介
が
稽

古
す
る
際
に
、
三
浦
介
が
犬
を
射
落
し
、
上
総
介
は
馬
に
鞠
を
つ
け
て
的
と
す

る
点
（『
勧
化
白
狐
通
』
で
は
、
両
介
は
と
も
に
犬
を
用
い
る
）
や
、
狐
が
夢

を
託
し
女
房
姿
で
寛
恕
を
乞
う
点
（『
勧
化
白
狐
通
』
に
は
な
い
）、
狐
の
屍
が

都
に
運
ば
れ
て
舟
で
川
に
流
さ
れ
、
そ
の
執
心
が
殺
生
石
と
な
る
点
（『
勧
化
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白
狐
通
』
で
は
、
狐
の
死
骸
が
那
須
野
に
残
っ
て
殺
生
石
と
な
る
）
な
ど
、
全

て
『
勧
化
白
狐
通
』
に
拠
ら
ず
に
「
玉
藻
の
草
子
」
と
一
致
す
る
。

（
10
）　

謡
曲
「
鵺
」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
）
で
は
、
怪
鳥
の
姿
を
「
頭
は

猿
尾
は
蛇
、
足
手
は
虎
の
ご
と
く
に
て
、
鳴
く
声
鵺
に
似
た
り
け
り
」
と
あ
り
、

内
容
的
に
最
も
『
画
本
玉
藻
譚
』
に
近
い
。
し
か
し
、
蟇
目
に
触
れ
て
い
な
い
。

『
月
刈
藻
集
』
で
は
「
蟇
目
ノ
役
ヲ
ツ
ト
メ
シ
ニ
」
と
あ
る
が
、
怪
鳥
の
姿
に

言
及
し
な
い
。
こ
こ
で
蟇
目
を
用
い
る
の
は
、
後
述
す
る
『
三
国
悪
狐
伝
』
と

の
関
連
が
あ
る
か
（『
三
国
悪
狐
伝
』
で
は
泰
近
（
成
）
は
蟇
目
の
法
を
修
し

て
玉
藻
前
の
正
体
を
暴
く
）。
頼
政
の
歌
が
従
来
の
も
の
と
正
反
対
と
な
る
の

は
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
著
者
の
誤
記
か
、
再
考
を
俟
つ
。

（
11
）　

①
は
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
九
（
角
川
書
店
・
一
九
八
一
）、
②
は
国
会

図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
、
③
は
麻
原
美
子
の
翻
刻
（『
国
文
目
白
』
二
三
・
一
九

八
四
）、
④
は
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
⑤
は
『
京
都
大
学

蔵
む
ろ
ま
ち
も
の
が
た
り
』
七
（
臨
川
書
店
・
二
〇
〇
二
）
に
よ
る
。

（
12
）　

山
下
琢
巳
「
実
録
的
写
本
『
悪
狐
三
国
伝
』
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
読
本
研

究
』
第
四
輯
上
・
渓
水
社
・
一
九
九
〇
・
一
一
六
頁
）
に
よ
る
。

（
13
）　

曲
亭
馬
琴
『
玄
同
放
言
』
巻
三
「
宋
陳
彭
年
綽
号
」、『
燕
石
雑
志
』
巻
一
「
恠

刀
禰
」、『
昔
語
質
屋
庫
』
巻
五
「
九
尾
の
狐
の
裘
」
に
、『
三
国
悪
狐
伝
』
と

関
わ
る
内
容
が
載
る
。
後
藤
丹
治
と
堀
誠
が
、『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
は
『
三

国
悪
狐
伝
』
に
基
づ
く
と
指
摘
す
る
（
後
藤
丹
治
「
三
国
妖
婦
伝
に
つ
い
て
」

〔『
説
林
』
三
巻
一
号
・
一
九
五
一
〕、
前
掲
の
堀
の
論
文
に
よ
る
）。
拙
稿
「
玉

藻
前
と
照
魔
鏡
│
│
『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
と
『
画
本
玉
藻
譚
』
に
お
け
る
「
狐

妖
退
治
」
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
六
二
・
二
〇
一
九
・
三

四
頁
）
に
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の
写
本
に
関
す
る
整
理
が
あ
る
。

（
14
）　

前
掲
の
山
下
の
論
文
の
一
二
五
頁
に
よ
る
。

（
15
）　

補
足
説
明
す
る
が
、『
三
国
悪
狐
伝
』
が
『
画
本
玉
藻
譚
』
よ
り
後
に
成
立

し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
前
述
の
通
り
、『
画
本
玉
藻
譚
』
の
後
語
に
寛
政

九
年
（
一
七
九
七
）
に
成
稿
し
た
と
記
さ
れ
る
が
、
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
の
は

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
二
年
前
（
一
八
〇
三
）
に
出
版

さ
れ
た
『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
の
序
文
に
、「
嘗
有w

狐
婦
之
伝
十
五
巻q

」
と

あ
る
。
注（
13
）に
示
し
た
よ
う
に
、
後
藤
丹
治
と
堀
誠
に
よ
り
、
こ
の
「
狐
婦

之
伝
」
が
『
三
国
悪
狐
伝
』
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。『
画
本
玉
藻
譚
』

の
出
版
に
先
ん
じ
て
、『
三
国
悪
狐
伝
』
が
『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
に
利
用
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、『
三
国
悪
狐
伝
』
が
『
画
本
玉
藻
譚
』
に
後
出
す
る
可
能
性

が
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。

（
16
）　

早
大
本
で
は
、「
石
の
い
わ
く
、
我
天
地
開
元
陰
々
之
狐
。
玄
翁
い
わ
く
、

陰
狐
怨
心
如
何
謂
。
石
魂
の
い
わ
く
、
魔
国
獣
王
成
鬼
。
玄
翁
の
い
わ
く
、
始

朝
有
出
鳥
羽
帝
代
に
。
石
魂
の
曰
、
我
始
唐
土
殷
紂
王
、
又
天
竺
に
て
斑
足
を

犯
し
、
再
ひ
唐
の
周
幽
出
以
来
本
望
と
げ
ず
」
と
あ
る
。

（
17
）　

注（
13
）前
掲
論
文
。

（
18
）　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
国
守
」
は
国
司
の
長
官
、
国
の
か
み
。

「
領
主
」
は
平
安
時
代
以
降
、
特
定
の
土
地
を
所
有
し
、
か
つ
そ
の
土
地
と
在

住
民
を
直
接
的
に
あ
る
い
は
、
代
官
な
ど
に
よ
っ
て
間
接
的
に
支
配
し
収
益
す

る
者
、
と
定
義
さ
れ
る
。

（
19
）　
『
画
本
玉
藻
譚
』（
巻
五
）
で
は
康
成
が
「
希
く
は
臣
に
一
の
宝
鏡
を
賜
ひ
、

一
七
日
妖
魅
調
伏
の
法
を
修
し
、
弓
取
の
武
士
に
仰
て
彼
宝
鏡
を
与
へ
、
那
須

野
の
原
を
猟
せ
給
は
ゞ
、
老
狐
を
狩
得
ん
事
安
か
る
べ
し
」
と
奏
上
す
る
。『
三

国
悪
狐
伝
』（
巻
十
三
）
で
は
泰
近
が
「
是
を
わ
け
る
に
は
、
天
子
の
御
宝
三

種
の
じ
ん
き
の
内
に
、
内
侍
所
の
御
鏡
を
以
て
移
す
時
は
、
其
姿
顕
る
」
と
奏

聞
す
る
。

（
20
）　

前
掲
の
後
藤
の
論
文
の
五
頁
に
よ
る
。

※
本
文
の
引
用
に
あ
た
り
、
句
読
点
、
返
り
点
、
振
り
仮
名
、
傍
線
な
ど
は
、
筆

者
に
よ
っ
て
適
宜
に
施
し
、
旧
字
は
正
字
に
改
め
た
。
引
用
の
中
に
括
弧
で
示

す
内
容
は
、
筆
者
に
よ
る
説
明
で
あ
る
。

※
本
文
の
引
用
は
、
以
下
の
書
物
に
よ
る
。『
画
本
玉
藻
譚
』（
国
文
学
研
究
資
料

館
蔵
）、『
通
俗
武
王
軍
談
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
・

盛
岡
市
中
央
公
民
館
蔵
）、『
勧
化
白
狐
通
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
・
中
村
幸
彦
蔵
）、『
三
国
悪
狐
伝
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）、

「
玉
藻
の
草
子
」（『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
九
〔
角
川
書
店
・
一
九
八
一
〕）。『
増
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補
稗
史
外
題
鑑
批
評
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）。

〈
付
記
〉　

本
稿
の
一
部
は
二
〇
一
八
年
度
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
秋
季
大
会
に
お
け
る

口
頭
発
表
「『
画
本
玉
藻
譚
』
に
お
け
る
狐
話
の
形
成
│
│
妲
己
譚
・
花
陽
夫

人
譚
を
中
心
と
し
て
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
ご
教
示
を
く
だ
さ
っ
た
諸

氏
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新　

刊　

紹　

介

河
野
貴
美
子　

W
iebke D

enecke　

新
川
登
亀
男　

陣
野
英
則
編

『
日
本
「
文
」
学
史　

第
三
冊　

　
「
文
」
か
ら
「
文
学
」
へ

 

│
東
ア
ジ
ア
の
文
学
を
見
直
す
│
』

　

本
書
は
日
本
の
前
近
代
か
ら
現
代
へ
至
る
ま
で

に
お
け
る
、「
文
」
の
概
念
の
変
遷
に
つ
い
て
論

じ
た
シ
リ
ー
ズ
で
あ
り
、
国
内
外
か
ら
、
合
計
四

十
八
名
の
執
筆
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
三

冊
は
、
日
本
の
「
文
」
が
西
洋
的
学
問
や
概
念
と

の
出
会
い
を
通
し
て
「
近
代
化
」
さ
れ
、「
文
学
」

へ
と
移
行
し
た
こ
と
を
東
ア
ジ
ア
全
体
の
問
題
と

し
て
位
置
づ
け
、
現
代
に
お
け
る
「
文
学
」
の
意

味
を
再
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
部
で
は
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
そ
れ
ぞ
れ

に
お
け
る
「
文
」
と
い
う
概
念
が
、
科
挙
制
度
の

有
無
、
国
語
の
学
問
的
な
体
系
化
、
語
彙
や
文
体

の
創
造
と
受
容
、
混
用
と
い
っ
た
要
素
に
よ
っ

て
、
い
か
に
変
容
し
て
い
っ
た
か
を
解
き
明
か
そ

う
と
し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の

中
で
、
変
容
の
相
違
点
や
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た

国
家
間
の
影
響
関
係
を
、
主
に
当
時
の
思
想
的
視

点
か
ら
詳
細
に
考
察
し
て
い
る
。
更
に
こ
の
章
に

お
け
る
社
会
的
な
視
座
は
、
印
刷
文
化
と
い
う
新

し
い
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
「
文
」
の
流
通
と
、
そ
の

影
響
力
の
変
化
や
戦
争
の
影
響
な
ど
広
範
囲
の
議

論
に
及
ぶ
。

　

第
二
部
で
は
「
文
」
と
い
う
、
漢
字
漢
文
文
化

に
お
い
て
発
達
し
、
統
一
さ
れ
た
概
念
の
基
盤

が
、
戦
争
と
植
民
地
主
義
の
影
響
下
で
放
棄
さ
れ

た
と
い
う
議
論
を
軸
に
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

西
洋
に
対
す
る
東
洋
と
い
う
認
識
の
改
変
を
迫
ら

れ
、
東
ア
ジ
ア
全
体
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の

危
機
に
瀕
し
た
と
い
う
議
論
は
珍
し
く
な
い
が
、

本
章
で
は
そ
の
中
で
文
学
が
雑
誌
や
小
説
と
い
う

媒
体
と
し
て
ど
う
機
能
し
た
か
に
つ
い
て
、
日
中

韓
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
西
洋

化
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
生
み
出
さ
れ
た
表

現
や
書
き
直
さ
れ
た
文
学
史
が
こ
の
時
代
の
戦
争

と
密
接
に
影
響
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
や
、
翻
訳
が

各
国
の
文
学
の
発
展
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ

と
な
ど
の
幅
広
い
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
部
で
は
戦
後
の
文
学
が
、
消
費
さ
れ
る

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
よ
う
な
変
質
を
見
せ
、
こ

の
よ
う
な
大
衆
文
化
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
こ
そ
が

「
国
家
」
を
代
表
す
る
文
化
と
し
て
の
地
位
を
獲

得
し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
技

術
が
新
た
な
言
葉
や
文
体
の
誕
生
を
加
速
さ
せ
、

人
々
が
そ
れ
を
共
有
し
て
い
く
新
し
い
環
境
に
お

い
て
、
文
学
は
消
費
社
会
、
学
生
運
動
な
ど
の
新

し
い
テ
ー
マ
や
方
向
性
を
獲
得
し
、
現
代
の
人
々

が
期
待
し
て
い
る
文
学
の
新
し
い
存
在
価
値
が
提

示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
日
本
の
近
代
文
学
を
東
ア
ジ
ア
と
い
う

ス
ケ
ー
ル
で
包
括
的
に
比
較
し
理
解
を
深
め
ら
れ

る
優
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
比
較
文
学
研
究

の
ア
イ
デ
ア
を
探
求
す
る
上
で
の
参
考
と
し
て
も

非
常
に
有
益
な
書
で
あ
る
。

（
二
〇
一
九
年
五
月　

勉
誠
出
版　

四
六
版　

六

〇
七
頁　

本
体
三
八
〇
〇
円
） 

〔
中
道
裕
貴
〕


